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7)丹	 生真 理 子,坂 口喜 清,有 本啓 恵,入 船 盛 弘,荻 野 敏(1998).
ア トピ ー性 皮 膚 炎患 者 の鼻 ア レル ギ ー.ア レル ギ ー の臨 床 
18 _?23-726.

8)馬 場 謙 治,松 田 かお り,高 田佳 恵,荻 野 敏(1998).鼻 腔 抵
抗 に あ た え る体 位 変 換 、 運 動 の影 響,市 立 堺 病 院 医 学 雑 誌 
1,_2-6.

9)荻	 野敏,仙 波 治,福 田和 泰,橋 本 典 子,嶽 良博,榎 本 雅 夫
(1998).ア レル ギ ー 性 鼻 炎 に対 す るR-8703の 有 効 性 お
よ び安 全 性 の検 討.新 薬 と 臨床 、47,1824-1838.
10)荻 野敏,北 村 健,中 川伸 弘,岩 倉 進 坂 口喜 清,丹 生 真 理
子,入 船 盛弘,後 藤 啓 恵,原 田保(1998)。 ア レル ギ ー 性 鼻
灸 に お け る 薬 物 治 療 の有 効 性 判 定 に対 す る 一 検 討 一ペ ミ ロ
ラ ス トカ リウ ム(ア レギ サ ー ル)を 用 いて.$44,815 
-825
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11)丹 生 真 理 子,坂 口喜 清,有 本 啓 恵,入 船 盛 弘,荻 野 敏(1998).
ア トピ ー 性 皮 膚 炎 に お け る鼻 ア レル ギ ー 症 状 の検 討 旦 憂
越_56-60.
12)荻 野 敏(1998).ア レル ギ ー 性 鼻 炎.綜 合 臨 床47,477-
480.
13)瀬 尾 律,穂 永 美 恵 子,荻 野 敏,瀬 尾 囁(1998).ア レル ギ ー
疾 患 の 疫 学 的 検 討 一 小 学校 に お け る 喘息 の有 病 率 兵 塵 墨
医 師会 医 学 雑 誌41(2),52-57. 
14)Maeda,K,Tanaka,TKatada,YHorii,A.,Nose,K,Ochi,H.,
Ogino>S.,Suemura,M　 Kishimoto,S.>Igarashi,T.(1998). 
Bronchialandnasalresponsivenessinatopicasthma 
andallergicrhinitispatients:Relationshipoflocal 
responsivenesstocytokineproductionbyperipheral 
bloodmononuclearcells.AllergologyInternational, 
4?>45-51.
 
15)Ogino,S.,Irifune,M.,Arimoto,H.,Baba,K.,Sakaguchi,Y.,
 
Nbu,lvl(1998).QOLinJapanese‐Cedarpollinosis.it 
ofLifeResearch,7,645-646.
16)真 壁 玲 子(1998).米 国 に お け る 癌 化 学 療 法 一看 護 の現 状.
消 化 器 外 科Nursing,13(3),307-311.
17)真 壁 玲 子(1998).抗 悪 性腫 瘍 剤 の 安 全な 取 り扱 い方 エ キ
ス パ ー トナ ー ス14(7)18-21.
18)真 壁 玲 子(1998).InterpersonalRelationshipInventory:
日本 語 版 の 作 成 過 程.看 護研 究,31(5),423-432.
19)真 壁 玲 子(1998).乳 が ん 体験 者 の ソ ー シ ャル ・サ ポー トと
精 神 的 ・身体 的 状 況 との 関連.日 本 が ん看 護 学会 誌,12(1), 
ii-a7.
20)國 生 拓 子(1998).看 護 にお け る精 神 的援 助 技術 こ こ ろ の
看 顰 塑 ⊇,_7-11.
21)國 生 拓 子(1998).治 療 環 境 に つ い て 考 え る.こ こ ろ の看 護
魁_341-342.
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22)大 谷 英 子,松 木 光 子,山 本 裕 子,小 笠 原 知 枝,江 川 隆 子,
大 野 ゆ う子(1998).看 護 診 断 カ テ ゴ リー の 「使 用 頻 度 」 「重
要 度 」 に 関す る研 究.看 護 診 断,3(1),90-99.
23)山 本 裕 子,松 木 光 子,大 谷 英 子,江 川 隆 子,小 笠 原 知 枝,
大 野 ゆ う子(1998).NANDA看護 診 断 ラベ ル の適 切 性 の評
価.看 護 診 断3(1),100-107.
24)山 本 裕 子,江 川 隆子(1998).慢 性 腎 不 全 患 者 の 看 護 の 展 開
(透 析 療 法 を 受 け る 患 者).ク リニ カ ル ス タ デ ィ19(6) 
54-59.
25)丸 橋 佐 和 子,鎌 田佳 奈 美,山 本裕 子(1998).腰 椎 椎 間 板 ヘ
ル ニ ア 患 者 の 看 護 の 展 開.ク リニ カ ル ス タ デ ィ,19(6), 
84-89.
26)山 本裕 子(1998).活 動 耐 性 低 下 そ の アセ ス メ ン ト.看 護 技 
44(9),14-21.
27)吉 谷優 子(1998).精 神 科 リハ ビ リテ ー シ ョン にお ける 援 助.
大 阪大 学看 護 学 雑 誌4(1)40-46.
28)今 井 雪 香,片 岡 万里,柳 田泰 義(1998).老 人 イ メー ジ に関
す る 調 査(2)一 看 護 大 学 生 と一 般大 学 生 との 比較 ㍉ 神 戸 大 学
発 達科 学 部研 究紀 要.6(1),225-233.
29)Kataoka,M.,Ihara,K.,Imai,Y.,Wada,E.,Uehara,」.,and 
Genda,K.(1998).QuestionnairSurveyofLifeStyleand 
HealthConditionsAmongLeprosariomPatients:One 
YearAftertheAbolitionoftheLeprosyPrevention 
Law.BulletinofHealthScienceskobe,14,101-109.
2.単 行 本(著 書,翻 訳 本)
1)高	 橋章 子 編集(1998).救 急 患 者 の 観 察 ・ア セ ス メ ン ト ・対
応.メ デ ィ カ 出版.
2)高	 木永 子,松 木 光 子,池 邉 敏 子,石 川 ふ み よ,宇 佐 美 しお
り,江 川 隆 子,恵 美 須 文 恵,大 西 和 子,大 森 美 津 子,小 田
正枝,鹿 島友 義,神 部 博,柴 田恭 亮,福 山な お み,安 藤 史
子(1998).選 択 、別 法 の 選 択 に関 す る人 間 の反 応 パ タ ー ン,
臨 床 に活 か す看 護 診 断(AA.202-217).学習研 究 社.
3)江 川 隆 子,楠 瀬 伴子,阿 部 雅 子,桜 井 陽子,北 村 隆 子,大 井
潤 子,百 瀬 千 尋,松 永 彌 生,山 本 公 子,松 田好 美,藤 崎
郁,頼 田 奈 津 子,西 川 悦 子,長 田玉 枝,成 田伸,大 谷 利 江,
坂 東 永 実 子,立 岡和 美,山 田佐 登 実,佐 金 鈴 子,石 橋 美 年
子,福 田 久 子,高 橋 栄 子(1998).看 護 の た め の デ ー タ ベ ー
ス 作 成 へ の ヒ ン ト.看 護 診 断 実 践 事 例 集(pp.6-14)日 総研
出 版.
4)荻 野 敏(1998).い わ ゆ る アス ピ リ ン過 敏 症 にお け る 鼻 病 変.
奥 田稔,今 野 昭 義編 ア レル ギ ー 性 鼻 炎,最 近 の トピ ッ ク
ス ー耳 鼻 科 か ら他 科 へ(pp.23-28).大 阪:メ デ ィカ ル レ ビ
ユ ー 社.
5)山 本 裕 子(1998).糖 尿 病 網膜 症一看 護 の展 開.高 久 史磨,大
國 真 彦,森 岡 恭彦,坂 元 正 一 監 修,臨 床 看 護 事 典 第2版(pp.
1499-1502).メ ヂ カル フ レ ン ド社.
6)丸 橋佐 和 子,鎌 田佳 奈 美,山 本 裕 子(1998).腰 椎 椎 間 板 ヘ
ル ニ ア患 者 の看 護.メ ヂ カ ル フ レ ン ド社 編 ク リニ カ ル ス
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タデ ィブ ック3ひ と りで 学べ る ナー シング プ ロセ ス 成人
・老 人看 護 ①(pp297-307).メ ヂ カ ル フ レ ン ド社.
3.学 会 発 表(抄 録,Proceecing) 
1)Takahashi.A,TerashiS,KawamuraY,NagaoK,Iwakiri.
M.,Hirotune.H　 Ohta.M.(1998).AnaliticStudyofReal 
ActivitiesofNursesPerformedinAffectedHospitals
atHansr血 一AwajiEarthquakeDisaster.The4thAsia-
PacificConferenceonDisasterMedicine.
2)高 橋 章子(1998).看 護 観 察 に お け る 深 部 体 温 較 差 の 意義.
日本救 急 医 学 会 第26回 学 術 集 会. 
3)Egawa,T.,Matsuki,M.,YamamotqY.,Otani,E..Ogasawara, 
C,Ohno,Y.(1998).Toexaminecontentvalidityofthe
DefiningCharacteristicsofActivityIntolerance,13血 
nationalconferenceonNursingDiagnosis.
4)荻 野 敏(1998).花粉 症 の 診 断 と治 療.横 浜:第3回 神 奈 川 ア
レルギ ー セ ミナ ー.
5)荻 野 敏(1998).花粉 症 の 診 断 と治 療.佐 賀:第6回 佐 賀 県 ア
レルギ ー 講 習 会.
6)荻	 野 敏(1998).あ な た は 、 ア レル ギ ー を 知 っ て い ます か 。
大 阪:第12回 日本視 覚 障害 ヘル ス キ ーパ ー セ ミ ナー.
7)Qg血Q,亀11血m◎M,A血	瓶)to;H,Baba,K.,Sakaguchi,YNbu 
M.(1998).QOLinJapanese‐cedarpollinosis.Baltimore 
5thAnnualConferanceoftheInternationalSociatyfor 
QualityofLifeReseach

8)杉 山枝 里 花,城 戸 良 弘,升 谷 英 子,矢 野 雅 彦 辻 仲 利 政,
塩 崎 均,門 田守 人(1998).心 拍 数 を用 い た エ ネ ル ギ ー 消 費
量 推 定 につ いて の検 討.第8回 近 畿 輸 液 ・栄 養 研 究 会. 
9)Makabe,R(1998).Therelationshipofsocialsupport,
psychol(暫 α遥and齢ic訊s厩sa㎜㎎Japan鯉women 
withbreastcancer.The3rdInternationalNursing 
ResearchConference. 
10)Kokusho,H.(1998),ldentifyingEffectiveNursingCare 
forChronicPsychiatricInpatientsComparativeStudy 
AmongChronicAcuteandForensicPatients.Honolulu,
 
Hawaii:UnleashingthePowerofDiversityThrough
 
NursingResearch
 
11)Otani,E,Matsuld,M..Yamanioto,Y,Ogasawara,C,Egawa,
 
T.,Ohno,Y.(1998).TheFrequencyandImportancefor
 
NANDA'SNursingDiagnosesinJapan.13th
 .national 
conferenceonNursingDiagnosis. 
12)Ogasawara,C.,Matsuki,M.,Otani,E.,Yamamoto,Y., 
EgawaTρhnα ヱKumcY(1998)Validatic)noftheDefining 
CharacteristicsofBodyImageDisturbance.Classification
 
ofNursingDiagnosis:13thnationalconferenceon
 
NursingDiagnosis.
 
13)YamainotqY,Matsuki,M.,Otani,E,Egawa,T,Ogasawara,
 
GOhno,Y.(1998).TheRelevancyforNANDA'sNursing
 
DiagnosesinJapan.13thnationalconferenceo
 _n_Nursi g
 
Diagnosis.

14)黒 川雅代子,寺 師栄,下 村朋子,河 村葉子,高 橋章子,他
(1998).交 通事故患者の追跡調査から患者指導の在 り方を
考える.日 本救急医学会第26回 学術集会.
15)丸 橋佐和子,河 村葉子,升 谷英子,石 本章子,城 戸良弘,
酒井明子,高 山成子,森 田敏子,宮 本裕子(1998).老 人看
護教育方法の開発に関する研究一装具による疑似体験を導
入 した学習方法の検討1.日 本老年看護学会第3回 学術集
会. 
16).片 岡万里,今 井雪香,和 田恵美子,千 葉桂子,玄 田公子(1998).
ハ ンセン病療養所入所者の生活に関する調査、旦杢壅蟹
究学会雑誌 21(3),349.(第24回 日本看護研究学会学術
集会),
17)朝 井めぐみ,河 村葉子,高 橋章子(1998).脳 死臓器移植に
対する看護婦の意識調査 日橄 急医学会第26回 学術)会.
4.研究助成
1)江 川隆子,荻 野敏,山 本裕子,花 房俊昭,今 井雪香(1998).
糖尿病性神経 ・血管合併症に関する新しい看護診断の指標
とその開発.科 学研究費補助金.基 盤研究(cxz>.
2)升	谷(大谷)英子(1998).食 道癌術後患者のQOLに 関する検
討.文 部省科学研究費,奨 励研究(A).
3)山	本裕子(1998).糖 尿病性合併症を有する患者のQOLに
関する研究一糖尿病性腎症保存療法期にある患者の自己管
理に焦点を当てて一.文 部省科学研究費 奨励研究(A).
地 域 看 護 学講 座
1.論文(原 著,総 説,報 告書等) 
1)Shirakawa,T.,Hayakawa,K.,Jeffery,K.(1998).
 
Associationoflifestylewithhighriskofhyperimmunity
 
andimmunosupressionmediatedbyIgE.JofClinical
 
Epidemiology,49(9),1059-1065.

2)早	川和生,清 水忠彦(1998).双 子老人2,500組 における
イフスタイル及び遊び行動の比較からみた精神老化と痴
の予防に関する実証的研究.中 山科学技術文化財団研究
成報告書18-25.
3)早	川和生,清 水忠彦(1998).双 子老人の生活環境の比較
らみた精神老化 ・痴呆の危険因子の研究.文 盥
費基盤(B)研究成果報告書.
4)早	川和生(1998).多 胎児のファミリーケア及び家族支援シ
ステムに関する開拓的研究 三菱財団研究事業報告書9(1), 
332-333. 
5)N shi ani,H.,Okabayashi,M.,Satomi,M.,Shimoyama,T.
 
andDolu,Y.(1998).InfiltrationofPeroxidase-producing
 
EosinophilsintotheLaminaPropriaofPatientswith
 
UlcerativeColitis.J.Gastrcenterology,33,189-195.

6)土	肥義胤,白 井文恵(1998).日 和見感染を起こす細菌の白
血球内における殺菌抵抗性.乳 酸菌研究会に関する報告書,
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7)zhuDN.Mor離hエ	氏M[kamエ 巳HigakL工andC幽aT
 
(1998).Centralaminoacidsmediatecardiovascular
 
responsetoangiotensinIIintherat.BrainResearch
 
Bulletin,45(2),189-197.
 
8)Masuo,K,Mikami,H.,OSihara,T.andTuck,ML.(1998).
 
Familialhypertension,insulin,sympatheticactivity,
 
andbloodpressureelevation.Hypertension,32,96-100.

9)荻 原 俊 男,三 上 洋(1998).老 年 者 疾 患 とQOL.-
10(1),45-52.
10)三 上 洋(..;).降 圧 療 法 にお け るQOL評 価 の意 義.臨 床
医 、_24(2),_228-230.
11)三 上 洋,荻 原 俊 男(1998).降 圧 療 法 の メガ トラ イ ア ル:現
状 と展 望 。 循 環 器 科.43(6),510-517.
12)三 上 洋(1998).臓 器保 護 か らみ た血 圧 管 理 基 準 一HOT研
究 成 績 か らの 教 訓.血 圧5(6)621-627.
13)三 上洋(1998).QOLと 高血圧治 療 ・._.16(7) 
59-63.
14)三 上洋(1998).高 血圧 とA・Current .Hypertension,3(2), 
3-6.
15)三 上 洋(1998).高 齢者 の至 適降 圧 薬選 択.　 1069 
-1075 .
16)伊 藤 美 樹 子,山 崎 喜 比 古,福 田正 人,鈴 木 一 郎,小 国弘 量
・(1998)	.て ん か ん を もつ 人 の 「て ん か ん で あ る こ と」 に伴
う経 験 の 質 的分 析 一 病 気 を匿 す こ と を 中心 に一.日 本 保 健
医療 社 会 学 論集930-43.
17)伊	藤 美 樹 子(1998).「 て ん か ん で あ る こ と」 へ の 対 処 パ タ
ー ン が 主観 的 ウ ェル ビー イ ング に及 ぼ す 影 響 に関 す る研 究 .
(博 士 論 文)東 京 大 学 大 学 院.
18)(薬 害HIV感 染 被 害 調 査研 究 委 員 会)山 崎 喜 比 古,若 林 チ
ヒ ロ,片 山 千栄,吉 井 清 子,丸 山 由香,関 由 起 子,木 村 知
香 子,井 上洋 士,杉 原 陽 子,小 澤 温,伊 藤 美 樹 子,大 島 巌
お よ び 当事 者 側 委 員(1998).非 加 熱 血液 製 剤 に よ るHIV
染 被 害 者 の健 康 ・医 療 ・生 活 ・福 祉 に 関 す る 総 合基 礎 調 査
報 告.は ば た き福 祉 事 業 団.
2,単 行 本(著 書,翻 訳本)
1)早	 川 和 生(1998).ふ た こ の 心理 学,多 胎 児 家 族 のた め の 子
育 て ハ ン ドブ ッ ク.ビ ネ バ ル 出 版.
2)早	 川 和 生(1998).介 護 福 祉 士 国 試 験14科 目完 全 対.
一 橋 出 版 .
3)土	 肥 義 胤(1998).感 染対 策 第2章.医 用 安 全 管 理 学 第
4巻 放射 線 安 全 管 理 学 医 用 放 射 線 科 学 講 座(pp.174-
179).医 歯 薬 出版,
4)三 上 洋(1998).降 圧 薬 治 療 とQOL.岩 尾,檜 垣,木 村,
桑 島,島 本 編 高 血圧 年報1998Review&Topics(pp,103
 
-109).東 京:先 端 医学 社.
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3.学 会 発 表(抄 録,Pr㏄eed㎎)
1)早 川和 生(1998).多 胎 児 を産 み育 て る 家族 に対 す る 支 援 を
考 え る.岐 阜:第57回 日本公 衆 衛 生 学 会.
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